











3 1 1 否定の対象のバリアント








































































ノデハナイ 説明の否定 先行文に対する説明の正しさ (適切さ)
メタ言語的否定 先行文の言語表現の適切さ
ワケテリ ナヽイ 結論の否定 先行文からの推論の結論
上の表からわかるように､｢ノデハナイ｣｢ワケデハナイ｣には､それぞれ二つのバリアントがある
が､それぞれの規定と用例を､以下示していく(下線は筆者によるもの)0




















































3 1 1 否定の対象のバリアント
ここでは､Xの部分があわせ文の場合とひとえ文の場合と､大きく二つに分けて論じることにした｡
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